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中学校生活最後の 10日間が、思いがけない形で終わりを告げました。私たちが心待ち

にしていた３年間の総仕上げの大切な時間、誰もが優しい気持ちになれるかけがえのな

い時間、誰が悪い訳でもないことはわかっています。やり場のない憤りや脱力感、何と

表現してよいのか、どのように気持ちを整えれば良いのかわからない、モヤモヤとした

気持ちで一杯です。 

 しかし、いつまでも下を向いていても始まりません。幸い私たちに残されている時間

は「ゼロ」ではありません。限りある時間を最大限に活用し、中学校生活の総仕上げを

していきましょう。「卒業式はどうなるのか」「在校生とのお別れはどうなるのか」「卒業

アルバムはいつもらえるのか」私たちにも明日のことは全くわかりません。しかし、何

とかして、この局面をプラスにとらえる努力をしていきましょう。 

今回の唐突で突然すぎる騒動で私たちが得たもの、それは少し大げさかもしれません

が、人生の教訓かもしれません。１つ目は「この現実世界は理不尽だ」ということです。 

思いもよらない事、納得のいかないことが私たちのこれからの人生で何度も起こります。

しかし、だからといってやる気をなくしたり、ふてくされたり、すねたりしても何事も

解決しません。何とも言えない納得のいかない気分を抱えながらも前を向き、進み続け

なくてはいけません。みなさんも、同じような思いを中学校生活でたくさん経験し、乗

り越えてきたと思います。体育大会の「むかで競走」、文化祭での合唱コンクールなどの

学校行事でも、全てのクラスが勝てるわけではありません。一生懸命練習したのに勝て

なかった。努力したのに報われなかった。そんな経験をしたと思います。でも、本気で

取り組めば、全力で取り組めば、悔しさの先にある爽快感、充実感が得られたはずです。   

何事も一生懸命に、全力で取り組むことの意味を、本気で勝ちを目指したみなさんは、

知っているはずです。理不尽だからといって諦めてしまうのではなく、結果が出なくて

も、勝負の行方がわからなくても、まずは目の前のことに全力で取り組むこの事が大切

です。公立高校の入試を控え、諦めてしまわずにコツコツと努力を積み重ねるみなさん

の姿に、人生の教訓を身につけ、大人に一歩近づいた姿を見ることができているように

感じます。 

２つ目は「あたりまえの日常のありがたさ」です。いつまでも続くと思っている日常

生活は、実はとても貴重なものである事を改めて実感することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あたりまえ」の毎日は、こんなにも 

はかなく、一瞬で崩れてしまうものなの 

です。１日１日を大切に過ごすこと、 

これこそが幸せへの第一歩なのかもしれ 

ません。 

いずれにしても、みなさんの中学校で 

の生活は、意外な形、誰も予想しなかった 

形で終わりを迎えることになります。 

しかし、何事もプラスにとらえれば、 

「日本中の、いや、世界中の人々が絶対 

忘れない歴史的な年にみなさんが卒業を 

迎える」ということです。 

「人生はプラスマイナスで０」私がお世話 

になった方からいただいた言葉です。 

「良いことも悪いことも生きている間に 

同じだけ起こる」そう考えると、これから 

のみなさんには希望が満ちあふれています。 

「史上最大の成長率」を記録したみなさん 

と同じ時間を過ごすことができて、本当に 

嬉しかったです。楽しい時間をありがとう！ 

 さぁ、前を向いて、まずは公立高校の入試です。 

倍率、第２志願者の数は気にせず、合格を信じて 

今の努力を継続していきましょう！ 
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